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20g　　　 枯草菌お よび納 豆菌の γ
一ポ リグル タ ミ ン酸合成酵素遺伝子 の

　　　　　　発現制御 ○漆畑祐司、 生 田潤子 、 徳 山真治 、 田 原康孝 （静 岡

　　　　　　 大農 ・応生化）
【目的 】枯草菌168 株 は 、 納豆 菌 に存 在する γ

一ポ リグル タ ミ ン酸（PGA ）合
成酵素遺伝子（YW5 ℃ −yw 亡AB ）を保持 して い る に もか か わ らず、　 PGA を合成
する こ とがで きない 。 そ の 原 因の ひ とつ と して 遺伝子 の 発 現制御の 違 いが
考え られ た 。 本研究 は 、 本遺伝子 の 発現 制御 を分子 レベ ル で 解明する こ と
を 目的 と して 、 両菌株本遺伝子 の発現制御 につ い て検討 した 。

【方法および結果 】枯草菌 168と納豆 菌NR −・1の PGA 合成酵素遺伝子 プロ モ
ー

ター 下流 に レポー タ ー
遺伝子’∂cZ を挿入 した 組換え 株を作製 し、本遺伝

子 の 発現量 を β
一gal活性で測定 した 。 本遺伝子 の 発現量の 違 い はL 一グル タ

ミ ン酸の 有無 に よ っ て 顕著 に 現われた 。 枯草菌 168 の β一gal活 性 はL一グル

タ ミ ン 酸を 加 え て もほ とん ど検出され な か っ たが 、 納 豆 菌NR −1の β一gal
活性 は2％ レ グル タ ミ ン酸の 添加 に よ っ て著 しく上昇 した 。 こ の 発現 上 昇 は

他の ア ミ ノ 酸で は見 られ ず 、 L一グル タミ ン酸 に特異的で あっ た 。 現在 、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 枯
草菌168 と納豆 菌NR ・・1の PGA 合成 酵素遺伝子 の 発現 制 御 の 違 い を利用 し
て 、 本遺伝子 の 発現制御 に 関与する遺伝子 の ク ロ ー ニ ングを行 っ て い る 。
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【目 的】Pich・ia・methan ・licaはメタノール生育時 に9つ の アル コ
ー

ル オキ シダーゼ（AOD ）アイ ソ ザ

イム を生産する．これ らアイ ソ ザイ ムは 2つ の MOD 遺伝子 に コ ー ドさ れ て い る こ とが 明 らか とさ

れ て い る が
1）、それぞれ の 発現機構 に つ い て は明 らか とされ て お らず、そ の 発現機構の 解明はア

イ ソザイム の 生理的意義 を明 らか にする糸 口 とな る もの と思われる 。そ こ で 、我々 はまずAOD ア

イ ソザイム の 誘導 につ い て の検討 を行 っ た 。

【方法 お よ び結果 】P   伽 ηo〜磁 MOD1 はメタ ノール の みな らず グリセ ロ
ー

ル や ペ クチンによ っ

て も発現誘 導さ れ た。さ らに 、MrODI は ホルム アルデ ヒ ドや ジヒ ドロ キシアセ ト ン な どによ っ て

も発現誘導が見 られる こ とか ら、Candida　 boidiniiに おい て 報告 され て い る メタノ
ー

ル代謝産物に

よる 「アナ ボ ラ イ トア クチ ベ ー
シ ョ ン」 によ っ て そ の 発現制御が行なわ れ て い る もの と 思 われ る。

こ れ に対 して 、第 二 の AOD 遺伝子 MOI ）2 は メタノ
ー

ル 生育細胞で の み誘 導が み られ、　 MO ・D1 の よ

うな強力な ア ナ ボラ イ トア ク チ ベ ーシ ョ ン は見 られな か っ た。こ の こ とは 、MOD1 は他の メチ ロ

トロ
ー

フ酵母 同様 メタ ノ ール 代謝 の 中心的 な機能 を担 っ て い る の に 対 し、MOD2 はメ タノ
ー

ル に

の み応答 し、メタ ノ
ー

ル 代謝 を巧 妙に コ ン トロ
ー

ルする因子 で あ る こ と が考え られ る。
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